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I.はじめに

セルフェステイームは「健全な自尊心」1)を意

味しており、人のとる行動はセルフェステイーム

の影響を強く受けている。 ドナ・クロス)は、

人は自分に対するイメージに沿うように行動し、

肯定的な自己イメージが強い人は自分がうまくや

れることを予想し、目標に対して積極的に向かっ

ていくのでその努力が報われることが多く､逆に、

自己信頼に欠ける人(セルフェステイームが低い

人)は自分を疑い優柔不断であるために自分の能

力を十分に発揮できず、他者からの影響を受けや

すいとしている。学校教育の場面では低いセルフ

ェステイームの現れである行動が数多く認めら

れ、こうした行動の例として、攻撃性、反社会行

動、抑うっ、学業不振、非社会行動などがあげら

れる。

植田は、高校生を対象にして、思春期におけ

るセルフェステイームと喫煙・飲酒・薬物使用な

らびに将来の喫煙・飲酒・薬物使用意思との関連

を追究し、セルフェステイームは思春期男子の喫

煙ならびに将来の喫煙意思に関連する要因の一つ

と指摘している。また、村松ら5)は、大学生を対

象にセルフェステイームと健康習慣の実施率の比

較を行い、女子学生のセルフエステイームの高い

群の「栄養のバランスに気を付ける」と「定期的

に運動をする」の実施率はセルフエステイームの

低い群より有意に高いことを報告している。

川畑らは、小・中学生のセルフエステイ

ームと生活習慣との関係を調べ、喫煙行動とセル

フエステイームの間には関係が認められ、また、

健康的な生活習慣を実践している青少年のセルフ

エステイームは実践していない青少年よりも高か

ったと報告している。このように生活習慣にはセ

ルフエステイームが大きく関与していることが推

察される。

村松ら､)は、先に小学生の健康習慣とセルフエ

ステイームの調査を行い、好ましい健康習慣を多

く行っている小学生のセルフエステイームは行っ

ていない小学生より高いことが認められ、健康習

慣とセルフエステイームとの関連は大きいことを

報告している。

近年、このように青少年を対象にして健康習慣

とセルフエステイームとの関連を追究した調査研

究が行われ、貴重な提言が行われている。

しかし、研究論文の中には実際に使われた調査票

を示してある例が少なく、セルフエステイーム得

点の計算方法についての例示は極めて少ない。実
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際に使用された調査票が明らかになれば、調査内

容の把握や調査結果の理解が容易になることは言

うまでもない。今後も青少年の健康習慣とセルフ

エステイームとの関連を追究する調査研究は極め

て重要と考えられることから、今回、それらの調

査研究を支障なく進めることを目的として､先に、

我々が、小・中学生を対象として使用した調査

票へ及びセルフエステイームの得点化の方法

を紹介し、説明する。

Ⅱ。調査票の内容

1.セルフエスティーム

小・中学生のセルフエステイームの調査では

「学習」、「友人」、「「運動」、「全般」、「身体」、「家

族」の6つの尺度を用いた。

(1)「学習」、「友人」、「運動」の尺度

「学習」、「友人」、「運動」(調査票の質問3の

21項目)の測定には、Harterの「認知されたコン

ピテンス(自己有能感)測定尺度」の日本語版13'

を用いた。 Harterの尺度は「学習」、「友人」、「運

動」、「全般」という4つの下位尺度合計28項目

(各下位尺度7項目)から構成されているが、本

訓査では「全般」にRosenbergの尺度を用いたの

で、Harterの尺度から「全般」を除いて「学習」、

「友人」、「運動」の3つの下位尺度合計21項目を

使用して、それぞれに対する認知されたコンピテ

ンス尺度を測定した。回答形式は調査票に示すよ

うに2回の2件法による4段階評定で行った。各

項目についてコンピテンスを最も高く認知してい

る反応を4点、最も低く認知している反応を1点

とし、各下位尺度の合計得点(7~28点)を求め

た。得点が高いほど認知されたコンピテンスレベ

ルが高いことを示している。

「学習」は学業をうまくやっていける認知能

力(コンピテンス)であり、勉強が良くできる、

頭がきれる、教室での仕事を楽しく感じている子

供はセルフエステイームが高い。

「友人」は仲間と一緒にやっていける社会的

能力(コンピテンス)であり、たくさんの友達が

いる、好きになりやすい、クラスの中の重要なメ

ンバーになると感じている子どもはセルフエステ

イームが高い。

「運動」はスポーツやアウト・ドアのゲーム

に焦点を当てた身体的な能力(コンピテンス)で

あり、運動が良くできる、新しいアウト・ドアの

ゲームをたやすく身につけることができる、単に

他の大の運動を見ているよりもむしろ運動するこ

とを好むと感じている子どもはセルフエスティー

ムが高い。

(2)「全般」の尺度

「全般」(調査票の質問4の10項目)の測定

には、Rosenbergのセルフエスティーム尺度日本

語版15)16)を使用した。採点は4点のLikert型尺度

として行い、最もセルフエスティームが高い者は

40点、最も低い者10点となる。

(3)「身体」、「家族」の尺度

「身体」と「家族」(調査票の質問5の20項目)

の測定には、Popeの「こども用5領域自尊心尺

度テスト」の日本語版I､ヽを用いた。採点は3点の

Likert型尺度として行い、それぞれ最も高く認知

している反応を3点、最も低く認知している反応

を1点と得点化し、各下位尺度の合計点(10~30

点)を求めた。

「身体」は、外見と運動能力の組み合わせで

ある。この領域の子どもの自尊心は、自分の体の

見ばえや動きに満足しているかどうかに基づいて

いる。典型的には、女子は見ばえに、そして男子

は運動能力に関心を持っている。

「家族」での自尊心は、家族の一員としての

自分についての感情を表している。自分が家族の

中で価値あるメンバーであると感じている子ど

も、自分が独自の貢献をしていると感じている子

ども、そして親や同胞から愛と尊敬を受けている

と感じている子どもはこの領域で高い肯定的自尊

心を持つ。

2。健康習慣

小・中学生の健康習慣(調査票の質問6の1~

7及び13の8項目)は以下の8つを調査した。

(1)睡眠時間(質問1)

(2)間食摂取の状況(質問2)

(3)栄養のバランスの状況(質問3)

(4)運動習慣(質問4)

2



愛知教育大学保健体育講座研究紀要 No.25. 2000

(5)飲酒の状況(質問5)

(6)朝食摂取の状況(質問6)

(7)偏食の有無(質問7)

(8)喫煙経験(質問13)

3。喫煙に関する環境・行動・態度

小・中学生の喫煙に関する環境・行動・態度

(調査票の質問6の8~21の14項目)は以下の3

領域を調査した。

(1)喫煙に関する環境(質問8~12)

(2)喫煙に関する行動(質問13、14、19~21)

(3)喫煙に関する態度(質問15~18)

5。セルフエステイームの信頼性と妥当性

伊藤は、現段階において日本において欧米と

同様にセルフェスティームの概念を導入して良い

ものか、またはセルフェスティームの尺度は日本

人においても有効かという問題点は残されている

としている。松下は、中・高校生男子を対象に

Rosenbergの「セルフェスティーム尺度口本語版」

の適用の可能性を検討し、一応準尺度としての妥

当性は認められるとしている。前上里らは、

Rosenbergの尺度を用い、大学生のライフスタイ

ルとセルフェスティームとの関わりを追究し、セ

ルフェスティームの尺度には信頼性、妥当性が得

られたこと、セルフェスティームとライフスタイ

ルには関連がみられたことを報告している。

桜井は、小学校3年生から中学校3年生まで

を対象として、Harterの「認知されたコンピテン

ス尺度日本版」の信頼性を検討し、高い信頼性が

得られたことを報告している。 Pope・の「子ど

も用5領域自尊心尺度テスト」については、心理

測定法としてのデータが十分でないので、標準テ

ストとして用いることはできないが、結果は臨床

的査定の一部として役立つものであり、子どもの

特徴を記述的に捉えようとする場合には有用であ

ると報告されている。 Feldman'"は、[]本と欧米

諸国の文化の違いから、日本におけるセルフェス

ティーム測定の「妥当性」についての最終的な回

答はまだないとしながらも、信頼性は高いことを
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4。セルフエスティームの得点化の方法

(1)「学習」、「友人」、「運動」の尺度

Harterの調査票のQ1、Q3、Q4、Q5、

Q9、Q11、Q12、Q13、Q17、Q20の回答を

4=1点、3=2点、1=3点、2=4点とした。

次いで、Q2、Q6、Q7、Q8、Q10、Q14、

Q15、Q16、Q18、Q19、Q21の回答を2=1点、

1=2点、3=3点、4=･4点とした。「学習」、

「友人」、「運動」の尺度の得点は下記のように計

(2)「全般」の尺度

Rosenberg'の調査票のQ1、Q3、Q4、

Q7、Q10の回答を1=4点、2=3点、3=2

点、4=1点とし次いで、Q2、Q5、Q6、

Q8、Q9の回答を1=1点、2=2点、3=3

点、4=4点とした。「全般」の尺度の得点は下

記のように計算した。

㎜㎜㎜㎜㎜■■■㎜■㎜㎜㎜㎜㎜■■㎜㎜■■㎜■■■

(3)「身体」、「家族」の尺度

Popeの調査票のQ2、Q3、Q4、Q7、

Q10、Q11、Q12、Q14、Q15、Q19の回答を

3=1点、2=2点、1=3点とし、次いで、Q

1、Q5、Q6、Q8、Q9、Q13、Q16、Q17、

Q18、Q20の回答を1=1点、2よ2点、3=3

点とした。「身体」、「家族」の尺度の得点は下記

のように計算した。
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指摘している。

川畑ら22)は、現段階では満足すべき唯一の測定

方法は存在しないので、Rosenberg、Pope、

Haterの尺度を組み合わせて評価することが望ま

しいとしている。川畑らは、これらの尺度を用い

てライフスキルと生活習慣との関係に関する調

査7 ) 8 ) 23)24)25)を行い、健康的な生活習慣を実践

しているものはセルツェスティームやストレスに

対Sる｢積極的対処｣の得点が高かったことを報

告している。以上のことから本研究で用いたセル

フェスティーム尺度の信頼性、妥当性は認められ

ていると言える。

Ⅲ.調 査 票

小学生ならびに中学生の「健康習慣とセルフエステイームの調査」には同じ調査票を使用したが、小

学生用には仮名をぶっか調査票を使用した。なお、質問３の回答方法については、事前に担任に十分説

明を行い、児童・生徒たちが間違った回答をしないように心がけた。以下に調査票を示す。

児童・生徒の健康調査

お 願 い

この調査は、健康についてあなたが考えていることや、あなたの行動について知ることを目的として

行うもので、テストではありません。あなたが答えた内容(ないよう)は、ほかの人には知られないよ

ようにしますので、ありのままを答えて下さい。

1。まわりの人と相談しないで、自分で考えたとおりに答えてください。

2.質問文を声を出して読み上げてはいけません。

3.必ず、質問の順番どおりに答えて下さい。質問をとばしたり、前にもどって答えたりし

ないでください。

4.全部書き終わったら、静かに待っていてください

5.答えは、当てはまる番号に○をつけてください。

次の質問3は、先生の説明をよく聞いてから回答してください。

3。次の質問は、あなたが自分についてどのように感じているかをたずねるものです。正しいとか、ま

ちがった答えとかありません。あなたの気持ちに一番合うものを1つ選んでください。

(やりかた)
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それぞれの質問について、まず、イかロの｀ てはまる方を選んで をつけて下さい )次に 選ん

だ回答の「だいたいあてはまる」か「よくあてはまる」のどちらかを選んで数字に○をつけてください。

例の質問について回答し、やり方を練習しましょう。

例1)イ。私は、外で遊ぶ方が好きです。 だいたいあてはまる(1) よくあてはまる(2)

ロ。私は、家で遊ぶ方が好きです。 だいたいあてはまる(3) よくあてはまる(4)
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1)イ。勉強は、とてもできると思います。

口。勉強は、よくできるかどうかわかりま

せん。

2)イ。友だちをつくることはむずかしいと思

います。

ロ。友だちをつくることは簡単です。

3)イ。すべての運動がとてもよくできます。

ロ。運動がよくできるなんて思えません。

4)イ。クラスの友だちと同じくらい頭がよい

と思います。

ロ。頭がよいかどうか、わかりません。

5)イ。たくさんの友たちがいます。

ロ。友だちは、あまりいません。

6)イ。運動が、もっとよくできたらなあと思

います。

ロ。運動は十分よくできると思います。

7)イ。勉強をやり終えるのに、かなりの時間

がかかりま?。

ロ。勉強は、みじかい時間でやり終えるこ

とができます。

8)イ。私は、クラスの大事な一員だと思いま

せん。

ロ。私は、クラスの大事な一員だと思いま

す。

9)イ。初めての運動でも、うまくできる自信

(じしん)があります。

ロ。初めての運動は、うまくできるかどう

か心配です。

10)イ。学んだことは、よく忘れます。

ロ。学んだことは、たやすく思い出すこと

ができます。

11)イ。いつも、たくさんの友だちといっしょ

に活動(かつどう) します。

ロ。いつも、一人で活動します。

12)イ。同じ年ごろの友だちより、運動はよく

できると思います。

ロ。友だちと同じくらい、運動ができると

は思いません。

13)イ。勉強がよくできるので、学校の授業

(じゅぎょう)が好きです。
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ロ。勉強がよくできないので、学校の授業

がすきではありません。

14)イ。今よりたくさんの友だちが、私を好き

になってくれたらいいな、と思います。

ロ。たくさんの友だちから好かれていると

思います。

15)イ。運動は自分でするより、テレビで見る

方です。

ロ。運動はテレビで見るより、自分でする

方です。

16)イ。読んだ本が、もっと簡単に理解できた

らなあ、と思います。

ロ。読んだ本を理解するのは、むずかしく

ありません。

17)イ。同じ年ごろの友だちの中では、人気

(にんき)があると思います。

ロ。人気はあまりありません。

18)イ。新しい運動はうまくできません。

ロ。新しい運動でも、すぐにうまくできま

す。

19)イ。授業中、問題をとくことは、むすかし

いです。

ロ。問題は、ほとんどとけます。

20)イ。友だちからは好かれやすい方です。

ロ。友だちから、好かれにくい方です。

21)イ。運動の犬会では、選手に選ばれない方

です。

ロ。運動の大会では、すぐ選手に選ばれる

方です。
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